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問題意識 #1
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問題意識 #2
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 教育（学力・学歴）格差の要因（難波・畑中，2012；中
室，2015）

1. 家庭の要因：親の所得や学歴など
① 所得格差：家庭の支払い能力の格差（樋口，1992；小林，

2008）

② 学歴格差：家庭の子供の教育に対する意欲の格差（苅谷，
2001；吉川，2006）

2. 本人の要因（遺伝的要因）：IQなど

3. 学校の要因：教員の数や質，授業時間など



問題意識 #3
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図表1：親の学歴による子供の学習時間格差

出典：中室牧子（2015）『「学力」の経済学』，p.129（一部修正）

両親の学歴
ー両親大卒
ー片親高卒以下
片親大卒
ー両親高卒以下



結果
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教育格差

格差是正策
公的な場での教育の収益率に関する情報提供

支払い能力（所得）と意欲（学歴）の格差



分析 #1
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 小塩 他（2007）の研究－学校の追加的サービスに対する評
価：支払意思額の推計－

 支払意思額：消費者が商品やサービスに支払ってもよいと思う最大額
のこと．

 アンケート

「あなたのお子さんが通っている学校で，受験対策重視のために特別授
業を行なうことになったとします．この授業への参加は自由ですが，授業
を受けるためには，今までの授業に追加で授業料を支払う必要がありま
す．あなたはお子さんをこの授業に参加させるために，いくらまでなら支
出しますか．月単位の総額でお答えください．」



分析 #2
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 小塩 他（2007）の研究結果

• 高所得・高学歴の家庭ほど支払意思額が高い

• 低所得・低学歴の家庭ほど支払意思額が低い

 推測される要因

① 高所得・低所得：家庭の教育に対する支払い能力の格差

② 高学歴・低学歴：家庭の子供の教育に対する意欲の格差

教育サービスへの
需要の差

↓
教育格差！



分析 #3
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出典：野村證券（2007）「家計と子育て費用調査」



分析 #4
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図表３：学力を上昇させる費用対効果の高い政策とは

出典：中室牧子（2015）『「学力」の経済学』，p.106（一部抜粋）



分析 #5
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図表４：教育投資（人的資本投資）の収益率（概念図）

出典：Heckman, J. J., & Kruger, A. B. (2005), Inequality in 
America: What role for human capital policies, MIT Press Books.

子供が小さいうちの教育へ
の投資ほど収益率が高い！

教育への投資は株式などへの
金融投資よりも収益率が高い！
（Greenｓｔone＆ Looney /2011）

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiSnpelmpDXAhWCS7wKHThmC10QjRwIBw&url=http://toyokeizai.net/articles/-/185471?page%3D2&psig=AOvVaw1eVYF-hSBE716Nf_zrN2wT&ust=1509173061882914
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiSnpelmpDXAhWCS7wKHThmC10QjRwIBw&url=http://toyokeizai.net/articles/-/185471?page%3D2&psig=AOvVaw1eVYF-hSBE716Nf_zrN2wT&ust=1509173061882914


結論

・教育格差の要因は支払い能力（所得）と意欲（学

歴）から生じる

・教育の格差是正は

（費用対効果の側面からみても）・・・

教育の収益率に関する情報提供

が望ましい
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ご静聴ありがとうございました
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図表５：教育の需要曲線と教育格差

教育の需要
曲線と価格

教育の価格（費用）

高所得・高学歴の需要曲線

低所得・低学歴の需要曲線

教育の量（Q）

教育格差
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図表６：対策後の教育の需要と教育格差

教育の需要
と価格

教育の価格（費用）

高所得・高学歴の需要曲線

低所得・低学歴の需要曲線

教育の量（Q）

教育格差
の縮小！


